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２
０
２
２
」
改
定
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
環
境
基
本
計
画
２
０

２
２
（
第
２
次
改
定
）
に
つ
い

て▼
三
鷹
市
ご
み
処
理
総
合
計
画

２
０
２
２
（
第
１
次
改
定
）
に

つ
い
て

▼
三
鷹
市
産
業
振
興
計
画
２
０

２
２
（
第
２
次
改
定
）
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

９
月
30
日

▼
ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会
審

査
報
告
書
の
確
認
に
つ
い
て

９
月
20
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
令
和
元
年
度
）
に
つ
い
て

＝
都
市
再
生
部

▼
外
環
事
業
に
係
る
取
組
み
状

況
に
つ
い
て

▼
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
及
び
東
京

外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委

員
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

９
月
20
日

【
行
政
報
告
】

▼
第
９
回
調
布
基
地
跡
地
関
連

事
業
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

▼
東
京
都
調
布
飛
行
場
の
離
着

陸
状
況
に
つ
い
て

９
月
24
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
令
和
元
年
度
）
に
つ
い
て

＝
都
市
再
生
部

▼
三
鷹
駅
前
地
区
に
お
け
る
再

開
発
事
業
に
つ
い
て

▼
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
協

議
経
過
に
つ
い
て

▼
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
令
和
元
年
度
）
に
つ
い
て

＝
健
康
福
祉
部
、
子
ど
も
政
策

部
、
生
活
環
境
部
、
市
民
部

▼
三
鷹
市
健
康
福
祉
総
合
計
画

２
０
２
２
（
第
２
次
改
定
）
に

つ
い
て

▼
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
に

向
け
た
緊
急
対
応
方
針

▼
四
小
学
童
保
育
所
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
新
規
学
童
保
育

所
整
備
方
針

▼
国
保
財
政
健
全
化
計
画
に
つ

い
て 

ほ
か
１
件

９
月
30
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

８
月
６
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

▼
「
東
京
に
お
け
る
都
市
計
画

道
路
の
在
り
方
に
関
す
る
基
本

方
針
（
案
）
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

９
月
10
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例

 

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
令
和
元
年
度
）
に
つ
い
て

＝
都
市
整
備
部
、
都
市
再
生
部
、

生
活
環
境
部

▼
「
三
鷹
市
土
地
利
用
総
合
計

画
２
０
２
２
」
第
２
次
改
定
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
緑
と
水
の
基
本
計

画
２
０
２
２
」
第
２
次
改
定
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
２
０
２

２
」
第
２
次
改
定
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
下
水
道
経
営
計
画

会
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

ほ
か
１
件

９
月
10
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
市
民
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
令
和
元
年
度
）
に
つ
い
て

＝
教
育
部
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

部▼
「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
２
」
の
第
２
次
改
定
に
つ

い
て

▼
令
和
２
年
度
使
用
小
・
中
学

校
教
科
用
図
書
及
び
小
・
中
学

校
教
育
支
援
学
級
用
教
科
用
図

書
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
立
小
中
学
校
施
設
老

朽
化
対
策
調
査
結
果
に
つ
い
て

▼
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

ほ
か
２
件

９
月
30
日

▼
文
教
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

８
月
８
日

【
行
政
報
告
】

▼
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
食
材
料
費
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

９
月
11
日

【
議
案
】

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等

に
基
づ
く
事
業
の
運
営
及
び
設

備
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

８
月
５
日

【
行
政
報
告
】

▼
第
４
次
基
本
計
画
第
２
次
改

定
に
お
け
る
市
民
参
加
の
概
要

▼
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
利

用
（
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
）
導
入

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

９
月
９
日
、
10
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
子
ど
も
・
子
育
て
基

金
条
例

▼
令
和
元
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

＝
以
上
２
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
令
和
元
年
度
）
に
つ
い
て

＝
企
画
部
、
総
務
部
、
市
民
部

▼
「
新
・
三
鷹
市
行
財
政
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２
」

の
改
定
に
向
け
た
考
え
方
に
つ

い
て

▼
「
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の

三
鷹
市
行
動
計
画
２
０
２
２
」

の
第
２
次
改
定
に
向
け
た
考
え

方
に
つ
い
て

▼
時
差
勤
務
制
度
の
実
施
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

９
月
30
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

８
月
６
日

【
行
政
報
告
】

▼
令
和
元
年
度
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

の
点
検
及
び
評
価
（
平
成
30
年

度
分
）
報
告
書
に
つ
い
て

▼
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

　

『
平
成
30
年
度
の
本
市
の
予

算
執
行
は
、
一
般
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
696
億
600
万
円
余
で
、

前
年
度
比
24
億
５
千
200
万
円

余
、
３
・
７
％
の
増
、
ま
た
歳

出
決
算
額
は
677
億
300
万
円
余
、

前
年
度
比
23
億
７
千
600
万
円

余
、
３
・
６
％
の
増
で
あ
り
、

予
算
に
対
す
る
収
入
率
は
97
・

２
％
、
執
行
率
は
94
・
６
％
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
歳
入
歳
出
の

差
し
引
き
額
は
19
億
300
万
円
余

で
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
額

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

18
億
４
千
100
万
円
余
と
な
っ

た
。
一
方
、
全
会
計
に
お
け
る

歳
入
決
算
額
は
１
千
89
億
２
千

200
万
円
余
で
、
前
年
度
比
15
億

500
万
円
余
、
１
・
４
％
の
増
、

歳
出
決
算
額
は
１
千
68
億
２
千

700
万
円
余
、
前
年
度
比
16
億
６

千
700
万
円
余
、
１
・
６
％
の
増

で
あ
り
、
予
算
に
対
す
る
収
入

率
は
97
・
６
％
、
執
行
率
は

95
・
７
％
と
な
る
中
で
の
執
行

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、「
第
４
次
三
鷹
市
基
本

計
画
（
第
１
次
改
定
）
」
の
目
標

達
成
に
向
け
た
施
策
の
推
進
、

「
働
き
方
改
革
」
に
よ
る
ラ
イ

フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
、
構
造
的
な
厳
し
さ
に
耐
え

る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
市
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
据

え
、
「
都
市
再
生
」
、
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
創
生
」
を
最
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
「
安
全
安
心
」

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
「
健

康
長
寿
社
会
」
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
」
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

都
市
」「
地
域
活
性
化
」「
都
市
交

通
安
全
」
の
各
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
を
推
進
し
、「
人
間
の
あ

す
へ
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
、「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
な
お
、
当
該
決
算
年
度

に
お
け
る
財
政
指
標
に
つ
い
て

は
、
経
常
収
支
比
率
が
89
・
４
％

と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
で

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
っ

た
。
比
率
算
定
の
分
子
と
な
る

「
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源

等
」
は
、
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
私
立
認
可
保
育
園
や
認

証
保
育
所
等
の
運
営
事
業
費
が

増
と
な
っ
た
ほ
か
、
介
護
保
険

事
業
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
２
億
５

千
500
万
円
余
の
増
と
な
っ
た
。

比
率
算
定
の
分
母
と
な
る
「
経

常
一
般
財
源
等
」
は
、
清
算
基

準
の
見
直
し
な
ど
を
反
映
し
て

地
方
消
費
税
交
付
金
が
減
と
な

っ
た
も
の
の
、
市
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
の
市
税
収
入
が
増

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
分

子
の
増
を
上
回
る
３
億
３
千
800

万
円
余
の
増
と
な
り
、
経
常
収

支
比
率
は
前
年
度
を
下
回
る
こ

と
と
な
っ
た
。
第
４
次
三
鷹
市

基
本
計
画
（
第
１
次
改
定
）
に

お
い
て
目
標
と
す
る
経
常
収
支

比
率
、
公
債
費
比
率
、
人
件
費

比
率
を
平
成
30
年
度
は
全
て
達

成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
経

常
収
支
比
率
は
、
な
お
90
％
を

わ
ず
か
に
下
回
る
水
準
と
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
健
全
な
財

政
運
営
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成

30
年
度
に
お
け
る
予
算
執
行
と

そ
の
行
政
効
果
等
に
つ
い
て
、

鋭
意
審
査
を
進
め
た
結
果
、
本

決
算
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

も
原
案
を
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

も
配
慮
し
、
健
全
で
安
定
し
た

市
政
運
営
の
継
続
に
努
め
る
こ

と
。

２　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
国
に
対
し
、
真
の
地
方
分

権
の
確
立
を
求
め
る
観
点
か
ら

制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
こ

と
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
市
民
税
の
減
収
の
現
状
に

つ
い
て
市
民
に
詳
し
く
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
三
鷹
ら
し
い
対

応
策
に
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
。

３　

地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
国
に
対
し
、
引
き
続

き
強
い
姿
勢
で
見
直
し
を
求
め

る
こ
と
。

一　

般　

会　

計
〔
歳　

出
〕

▽
土
木
費

１　

三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
事
業

計
画
を
含
め
市
民
へ
の
情
報
発

信
を
確
実
に
行
う
こ
と
。

▽
教
育
費

１　

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

対
策
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

国
・
東
京
都
の
補
助
金
を
最
大

限
活
用
し
、
速
や
か
に
取
り
組

む
こ
と
。

２　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
へ

計
画
的
に
空
調
機
器
を
設
置
す

る
こ
と
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

１　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
い
て
は
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
推
進
事
業
を
進

め
、
市
民
に
対
し
事
業
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
。

【
決
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
宍
戸　

治
重
○
伊
東　

光
則

　

大
倉
あ
き
子　

渥
美　

典
尚

　

髙
谷
真
一
朗　

野
村　

羊
子

　

栗
原
け
ん
じ

　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

総

務

委

員

会

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対

策

特

別

委

員

会

平
成
30
年
度
決
算

審
査
報
告
の
概
要

審

査

報

告
（

要

旨

）

附
　
帯

　
意

　
見

令
和
元
年
７
月
〜
９
月

一　

般　

会　

計
〔
歳　

入
〕

１　

市
税
等
の
収
納
率
を
引
き

続
き
向
上
さ
せ
る
な
ど
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
・
東
京
都
か
ら
の
補
助

金
等
を
最
大
限
確
保
し
、
あ
わ

せ
て
必
要
な
基
金
積
み
立
て
に

　審査に付された一般

会計をはじめ、各特

別会計の歳入歳出決算

書、歳入歳出決算事項

別明細書、実質収支に

関する調書、財産に関

する調書及び各基金の

運用状況を示す書類は、法令に準拠して作成されて

おり、計数に誤りはないものと認められた。

　厳しい財政状況下にあって、各部における主体的

な経営努力により限られた財源を有効に活用し、計

画した諸事業を順調に実施してきたことを評価す

る。引き続き、経費削減や新たな財源確保などの行

財政改革を進めるとともに、新たな発想を盛り込ん

だ「新・三鷹市行財政改革アクションプラン 2022」

改定の取り組みを進められたい。
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岩見監査委員

（議会選出）
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